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ストレスプロセスにおける主観的幸福感の機能
－主観的幸福感と反応型及び事前対応型ストレス対処との関連－
宇佐美 尋子
The functions of subjective well-being in psychological stress processes
USAMI, Hiroko
要旨
　本研究では，心理学的ストレスプロセスにおける主観的幸福感の機能を確認するため，反応型コーピングとレ
ジリエンスが主観的幸福感に与える影響についての検討及び，主観的幸福感が事前対応型コーピングに与える影
響についての検討を行った。204名の大学生を対象に分析を行った結果，レジリエンスによって主観的幸福感が高
まり，主観的幸福感の度合いが高ければ事前対応型コーピングが動機づけされることが示唆された。特に，主観
的幸福感の「自信」が事前対応型コーピングの採択を最も動機づける。「自信」を高める要因として，「将来期待」
「粘り強さ」といったレジリエンスがあげられることから，これらのレジリエンスの向上により，自信というポジ
ティブな感情のストレス予防機能を促すことが示唆された。一方で，主観的幸福感の自分の人生に対するポジティ
ブな認知が，問題生起を予防する努力を抑制する機能をもつことも示され，主観的幸福感の機能や効果は，認知
的側面や感情的側面によって異なる可能性が指摘された。
キーワード
　主観的幸福感, 事前対応型（proactive）ストレス対処，反応型（reactive）ストレス対処，レジリエンス，ストレス
Abstract
　This study was conducted to examine the functions of subjective well-being in psychological stress 
processes. We investigated the effects of reactive coping and resilience on subjective well-being and the 
effects of subjective well-being on proactive coping. We probed and analyzed psychological data for 204 
university students, and the results suggested that resilience increased subjective well-being and that higher 
subjective well-being motivated proactive coping. Among the types of subjective well-being, “confidence” 
most substantially motivated the adoption of proactive coping. Since such resilience types as “expectations 
for the future” and “perseverance” are the factors that increase conﬁdence, it was suggested that an increase 
in such resilience promotes a positive feeling (confidence) that prevents psychological stress. On the other 
hand, this study also showed that positive perception of one’s life, which is a type of subjective well-being, 
suppresses eﬀorts toward prevention of reoccurrence of ones problems. This conﬁrmed that subjective well-
being suppresses proactive coping. Although subjective well-being is measured by cognitive (evaluation of 
one’s life) and emotional aspects (positive and negative feelings), the concept of subjective well-being has been 
explained from a single perspective. However, this study highlighted the possibility that functions and eﬀects of 
subjective well-being vary depending on cognitive and emotional aspects.
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　subjective well-being, proactive coping, reactive coping, resilience, psychological stress
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１．はじめに
　幸福感研究では，Quality of Lifeに影響する要因の一つとし
て幸福感を捉え，高齢者を対象とした研究が主に行われてき
た1）。しかし近年，人間の潜在的能力や強み，健康面に焦点を
当て，楽観や未来志向といった肯定的感情や幸福感を探求する
ポジティブ心理学的アプローチ2）3）の発展とともに，様々な研
究領域においてあらゆる世代を対象にした幸福感研究が進んで
いる。心理学的ストレス研究の領域においても，幸福感の適応
的役割に焦点をあてたストレス予防についての検討の重要性が
指摘されている4）。
　幸福感の心理的側面は，Subjective well-being（以下，主観
的幸福感と記載）と呼ばれ，人生（生活）に対する評価（認知）
と感情（ポジティブ感情・ネガティブ感情）の２領域からなる
概念とされる5）6）。先行研究より，主観的幸福感の２領域の捉
え方を確認すると，各々独立した要素として捉えていることが
わかる。例えば，寺崎ら6）は，既存の尺度の項目を分類整理し，
過去，現在，未来の時間的展望のなかで自分の人生をどのよう
に評価（認知）しているかを問う質問項目を作成した上で，活
動的快や親和，抑うつ・不安，倦怠といった感情を測定する尺
度との関連から，主観的幸福感が“人生に対する満足感”，“肯
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定的感情”，“否定的感情”の３つの構成要素からなる単一次元
であることを指摘している。また，鈴木7）は，大学生を対象に“全
般的生活満足感”，“家族関係満足感”，“友人関係満足感”，“学
校生活満足感”からなる生活満足感尺度と，“快感情”と“不
快感情”からなる感情経験尺度を作成し，尺度間の関連を検討
している。また，伊藤・相良・池田・川浦8）は，WHOが開発
したSUBI（The Subjective Well-Being Inventory）をもとに大
学生や社会人に適用できる主観的幸福感尺度を構成している。
この尺度は，SUBIのストレス反応に関連する項目を除いて構
成され，“人生に対する前向きな気持ち（満足感）”，“達成感”，
“自信”，“人生に対する失望感”，“至福感”からなる尺度である。
これらを踏まえると，主観的幸福感の認知的側面と感情的側面
は独立して捉えられ，さらに感情的側面においては，ネガティ
ブ感情とポジティブ感情が独立に捉えられているものの，主観
的幸福感の概念としては単一次元で説明されているといえる。
　これまでの研究では，ポジティブな心理的状態を示す指標と
して主観的幸福感を用い，そのような状態につながる要因の解
明を目的とした検討が主になされてきた。多くの研究において，
主観的幸福感を規定する要因として，楽観性や自尊感情といっ
た性格特性があげられ，その関連性が実証されている9）10）。
　しかし近年，ポジティブ心理学のアプローチにおいて，主観
的幸福感の効果について注目がされている。大塚ら4）は，心理
学的ストレスプロセス11）における幸福感等のポジティブ変数の
影響を仮定し，図１のように位置づけ，幸福感のストレス予防
機能の可能性について指摘している。心理学的ストレスプロセ
スにおいては，生起したストレッサーに対し，ストレッサーを
解決するために対処がなされ，対処の成功により幸福感などの
ポジティブな心理的状態が引き起こされ，対処の失敗によりス
トレス反応といったネガティブな状態が引き起こされることが
説明される。さらに大塚ら4）は，楽観性が高いほど適応につな
がる対処が増えるといった先行研究より12），幸福感などのポジ
ティブな度合いが高ければ，あらかじめストレッサーの発生そ
のものを抑えるという事前対応型（proactive）のストレス対処
を行うことができる可能性を指摘している。
　事前対応型のストレス対処とは，ポジティブ心理学の観
点から提唱されたコーピング理論であるProactive Coping 
Theory13）に基づく。事前対応型のストレス対処（以下，事前対
応型コーピングと略記）には，生起が不確かなストレッサーに
対する生起予防のための対処や，生起確信のあるストレッサー
を挑戦や成長の機会として捉えた目標志向的な対処，近い将来
避けられないストレッサーに対する対処資源の開拓といった内
容が含まれる13）。有害なストレッサーを解決するために発動さ
れる反応型（reactive）のストレス対処のように，ストレスから
生じるネガティブな側面への対処努力に焦点を当てるだけでは
なく，ストレッサー生起予防のための資源開拓や事前対処，ス
トレスフル環境を前向きに捉えた上での対処といった，ポジテ
ィブな側面に焦点を当てたコーピングといえる。このような事
前対応型コーピングは，主観的幸福感などのポジティブな心理
的状態によって動機づけされる可能性が考えられる。
　しかし，これまでの研究において，主観的幸福感が事前対応
型コーピングの採択に与える影響についての検討は行われてい
ない。そこで本研究では，主観的幸福感が事前対応型コーピン
グに与える影響についての検討を行うことを目的とする。
　また，図１に示した大塚ら4）のモデルでは，主観的幸福感は，
反応型ストレス対処の成功の影響を受けることが仮定されてい
る。反応型ストレス対処の成功とは，ストレッサーに曝されて
も，結果としてストレス反応が生起していない状態もしくはス
トレス反応が抑制されている状態といえる。このような状態は，
“状況に応じた適切なコーピングの採択”により問題を除去す
ることや，個人が持っている“困難な状況から回復する力”に
よって規定される14）15）。“状況に応じた適切なコーピングの採
択”とは，反応型コーピングの採択である。反応型コーピングは，
状況特異的な認知的行動的対処努力であり，コーピングとコー
ピングの結果とは別であるという心理学的ストレスプロセスに
おけるコーピングの定義に従う11）16）。“困難な状況から回復する
力”とは，レジリエンスである。レジリエンスとは，脅威や逆
境といったネガティブな状況のなかで肯定的な適応ができる動
的な過程17），回復につながる個人の心理的特性や能力18）19），回
復という良好な結果20）を含む包括的な概念である。先行研究で
は，心理的特性や能力としてのレジリエンスがストレス反応低
減効果をもつことが示されている15）21）。そこで本研究では，反
応型ストレス対処の成功を予測する要因として反応型コーピン
グとレジリエンスを用い，これらの要因が主観的幸福感へ与え
る影響についても検討し，心理学的ストレスプロセスにおける
主観的幸福感の機能を確認する。
図１　幸福感などのポジティブな変数の心理学的ストレスプロ
　　　セス上における位置づけ（大塚ら4）を一部改変）
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２．研究目的
　本研究では，図１に示した大塚ら4）のモデルに則り，心理学
的ストレスプロセスにおける主観的幸福感の機能を確認するた
め，以下の検討を行うことを目的とする（本検討部分は，図１
において二重矢印にて表示）。
　検討１：反応型コーピングとレジリエンスが主観的幸福感に
与える影響について検討する。
　検討２：主観的幸福感が事前対応型コーピングに与える影響
について検討する。
３．方法
調査時期・調査対象
　2014年1月及び2014年６月に大学生に調査を実施し204名（男
性83名，女性121名，平均年齢20.6歳，SD=1.76）から回答を得た。
分析対象項目において１問以上欠損のあるものは各分析から除
外した。調査実施に際して，調査対象者が所属する大学の許可
を得るとともに，調査内容や分析処理方法，プライバシーの保
護についての説明を十分行った上で，無記名にて調査を実施し
た。
調査票
　本研究では以下の調査票を用いた。
　１）主観的幸福感尺度：主観的幸福感尺度8）を使用した。人
生や現在の生活に対する面白さや幸せに対するポジティブな評
価である「人生に対する前向きな気持ち（満足感）」，様々な状
況に対応できる「自信」，期待や目的に対する「達成感」，人生
や将来に対するネガティブな評価である「人生に対する失望感
（逆転項目の尺度）」，まわりの環境と一体化していて欠かせな
い一部であるという所属感あるいは人類という大きな家族の一
員という感覚からなる「至福感」の５領域からなる。回答形式
は，設問ごとに内容が異なる４件法である。
　２）レジリエンス尺度：宇佐美21）のレジリエンス尺度を使用
した。落ち込みからの回復につながる心理的特性に関する項目
であり，目標等に向かって粘り強く取り組む「粘り強さ」，良
い方向に気持ちを切り替える「ポジティブ思考」，明るい見通
しで自分の将来や自分自身を捉える「将来期待」，状況や自分
を客観的に捉える「客観的視点」，他者の意見や他者の存在を
自分に活用できる「他者期待」，自分自身の感情を調整できる「感
情コントロール」の６下位尺度からなる。回答は「まったくあ
てはまらない」から「よくあてはまる」の５件法である。
　３）反応型コーピング尺度：JSS-R22）のコーピング尺度を大
学生用に改訂したものを使用した。積極的コーピングとして「積
極的な問題解決」「相談」，消極的コーピングとして「問題放置」
「諦め」の４下位尺度からなる。最近感じた困ったことや嫌だ
と感じたことを思い浮かべ，その状況に対して行った考え方や
行動を「しなかった」から「よくした」の４件法で尋ねるもの
である。
　４）事前対応型コーピング尺度：宇佐美23）のプロアクティブ
コーピング尺度を使用した。本尺度は，行動し結果を得る前に
予防的に準備する「予防的コーピング」，問題に取り組む前に
シミュレーションをする「内省的コーピング」，目標達成のた
めの挑戦的な対処努力である「能動的コーピング」，家庭生活
上の問題生起を予防する「予防的（生活面）コーピング」，目標
志向的な計画的対処努力である「計画的コーピング」，後回し
にすることで状況から逃れる「回避的コーピング」，助言や情
報を獲得するための援助希求をする「行動面でのサポート模
索」，感情をコントロールするための援助希求をする「感情面
でのサポート模索」の８下位尺度からなる。「回避型コーピング」
は，他のプロアクティブコーピングと逆の機能をもつことが示
されていることから23），本研究では使用しないこととした。回
答は「全くあてはまらない」から「全くその通り」の４件法で
ある。
４．結果・結論
検討１の結果と考察
　反応型コーピングとレジリエンスが主観的幸福感に与える影
響について検討するため，主観的幸福感尺度得点を基準変数，
反応型コーピング下位尺度得点及びレジリエンス下位尺度得点
を説明変数として一括投入法による重回帰分析を行った。分析
には，統計ソフトSPSS（Version18.0）を用いた（以下の分析も
同様である）。結果を表１に示した。尚，本分析に用いるすべ
ての尺度において男女による有意な差は認められなかったこと
から本検討においては性差を考慮しないこととした。
　重回帰分析の結果より，反応型コーピングの主観的幸福感へ
の影響は認められなかった。レジリエンスの「粘り強さ」は「自
信」「達成感」に影響力をもつこと，「ポジティブ思考」は「人
生に対する前向きな気持ち（満足感）」「自信」に影響力をもつ
こと，「将来期待」は主観的幸福感のすべての領域に対して最
も強い影響力をもつこと，「客観的視点」は「自信」「至福感」
に影響力をもつこと，「他者期待」は「人生に対する前向きな
気持ち（満足感）」「人生に対する失望感（の低さ）」「至福感」
に影響力をもつこと，「感情コントロール」は「自信」「達成感」
に影響力をもつことが示された。
　以上の結果より，以下の３点が示唆された。１点目は，主観
的幸福感の全領域に対して最も影響力をもつレジリエンスは
「将来期待」であることである。「将来期待」は，明るい見通し
で自分の将来や自分自身を捉える心理的特性である。自己に対
する肯定的感情が主観的幸福感を規定する主要な要因であるこ
とは先行研究においても示されている9）。本研究においても同
様の傾向が確認され，「将来期待」は主観的幸福感につながる
重要な要因であるといえる。
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　２点目は，レジリエンスの各要素の影響は，主観的幸福感の
領域によって異なることである。例えば，人生に対する満足感
や失望感，環境や人類に対する所属意識からなる至福感には「他
者期待」が影響することが示唆された。先行研究では，他と明
確に区別される個別存在としての自己に対する肯定的感情であ
る自尊感情だけでなく，自己を取り巻く他者や環境に対する肯
定的感情である恩恵享受的自己感が共存している場合において
幸福感が最も高くなることが指摘されている9）。他者の意見や
他者の存在を自分に活用できる「他者期待」は，他者の存在の
影響を受けて生起する主観的幸福感を規定する要因であるとい 
える。また，自信や達成感には「粘り強さ」「感情コントロール」
といった自分を制することで目標達成意欲を動機づけるような
要因が影響することが示唆された。さらに，「ポジティブ思考」
の主観的幸福感への影響は限定的であり人生に対する満足感と
自信にのみ影響することが指摘できる。先行研究では，現在の
状態よりもさらにポジティブな方向に考えようとする「上方志
向」は主観的幸福感と有意な正の関連が認められているが，現
状の状態を平静な状態に保とうとする「平静維持」は有意な関
連が認められていない10）。本研究では，ポジティブ思考を「上
方志向」と「平静維持」が混在した尺度で捉えているため，主
観的幸福感への影響が限定的であったと考えられる。
　３点目は，特定の反応型コーピングの採択が主観的幸福感を
規定しないということである。先行研究において，ストレス反
応の抑制に対するコーピングの有効性は，直面するストレッサ
ーによって異なることが指摘されている24）25）。主観的幸福感に
対する反応型コーピングの影響も，直面しているストレッサー
によって異なる可能性が示唆される。今後，ストレッサーの内
容ごとに，反応型コーピングが主観的幸福感に与える影響につ
いて検討する必要性が指摘できる。
検討２の結果と考察
　主観的幸福感が事前対応型コーピングに与える影響について
検討するため，事前対応型コーピングの各下位尺度得点を基準
変数，主観的幸福感の各下位尺度得点を説明変数として一括投
入法による重回帰分析を行った。結果を表２に示した。尚，本
分析に用いるすべての尺度において男女による有意な差は認め
られなかったことから本検討においては性差を考慮しないこと
とした。
　重回帰分析の結果より，「自信」は「予防的コーピング」「内
省的コーピング」「能動的コーピング」「計画的コーピング」の
採択を促進すること，「達成感」は「予防的コーピング」「予防
的（生活面）コーピング」の採択を促進すること，「至福感」は
「予防的コーピング」「内省的コーピング」「予防的（生活面）コ
ーピング」「行動面でのサポート模索」「感情面でのサポート模
索」の採択を促進することが示された。
　これらの結果より，主観的幸福感は事前対応型コーピングの
採択に影響するが，コーピングの種類によって，影響を与える
主観的幸福感の側面が異なることが示唆された。事前対応型コ
ーピングの採択を左右する重要な心理的指標としては，「自信」
があげられる。様々な状況に対応できるという「自信」は，置
かれた状況を前向きに捉え，その状況を解決するイメージをも
ったり，問題の生起を事前に防ぐための準備を計画的に行うと
いった行動につながるといえる。また，これまで自分の期待通
りにやり遂げてきたという「達成感」が高いと，今後も自分の
表１　主観的幸福感に対する反応型コーピングとレジリエンスの重回帰分析の結果
基準変数：主観的幸福感
人生に対する 人生に対する
全体 前向きな気持ち 自信 達成感 失望感 至福感
（満足感） （の低さ※）
β r β r β r β r β r β r
?
 ?
 ?
 ?
［反応型コーピング］
積極的問題解決   .03   .36***   .02   .20**   .08   .34***   .01   .20**   .00   .25***   .07   .30***
相談   .00   .14* -.07   .04 -.05   .06   .02   .10   .03   .14*   .10   .21**
問題放置   .04 -.01   .02 -.04   .02 -.05   .07   .06   .01 -.06   .09   .05
諦め   .00 -.23** -.09 -.22** -.02 -.24***   .08 -.07 -.08 -.26***   .05 -.11
［レジリエンス］
粘り強さ   .13*   .43*** -.01   .17**   .27***   .54***   .16*   .35***   .03   .30***   .00   .26***
ポジティブ思考   .13*   .47***   .14*   .34***   .14*   .43***   .04   .27***   .10   .40***   .01   .28***
将来期待   .53***   .72***   .38***   .48***   .32***   .61***   .28**   .42***   .53***   .65***   .40***   .50***
客観的視点   .09   .34*** -.04   .13*   .18**   .40***   .11   .25*** -.07   .15*   .15*   .31***
他者期待   .15**   .28***   .17*   .24*** -.03   .09   .08   .15*   .17**   .26***   .13*   .26***
感情コントロール   .12*   .31*** -.03   .10   .17**   .39***   .16*   .27***   .09   .25***   .06   .17*
F 29.83*** 7.26*** 23.78*** 6.94*** 16.62*** 9.27***
R .79 .53 .75 .52 .69 .58
調整済みR2乗 .60 .24 .54 .23 .44 .30
※逆転項目尺度に該当 *p<.05,**p<.01,***p<.001
宇佐美 尋子 研究論文　ストレスプロセスにおける主観的幸福感の機能
― 19 ―
期待通りの状況を得るためにあらゆる準備をするといった予防
的な行動につながるといえる。さらに，まわりの環境や人類に
対する所属に喜びを感じる「至福感」は，そのような環境を活
用して具体的な援助や心理的な支援を求めていく行動につなが
るといえる。これらの傾向は，主観的幸福感というポジティブ
な感情が，環境を挑戦的で刺激的な状況と捉え，将来を見通し
た努力をしたり，挑戦や成長を促す資源を開拓するといった努
力を動機づけることを示唆している。
　一方で，「人生に対する前向きな気持ち（満足感）」は「予防
的（生活面）コーピング」の採択を抑制すること，「人生に対す
る失望感（の低さ）」は「予防的コーピング」「計画的コーピン
グ」の採択を抑制することが示された。主観的幸福感の一部の
側面においては，事前対応型コーピングを抑制する機能をもつ
ことが示唆された。人生が面白いといった「人生に対する前向
きな気持ち（満足感）」が高いことや，人生に意味が見いだせ
ないといった「人生に対する失望感」が低いことは，過去，現
在，未来の自分の人生に対し，ポジティブな認知をしているこ
とを意味する。このような認知は，問題生起を予防しなくても
人生はうまくいくだろう，またこれまでもうまくいってきたと
いう人生に対する楽観的な認知と考えられ，このような認知に
より，問題生起を想定して事前対処をとる努力が抑制される可
能性が考えられる。
　主観的幸福感が感情的側面と認知的側面の２領域からなる概
念であることを踏まえると，「自信」「達成感」「至福感」とい
ったポジティブな感情によって事前対応型コーピングの採択が
促進され，「人生に対する前向きな気持ち（満足感）」「人生に対
する失望感（の低さ）」といった人生に対するポジティブな認知
によって事前対応型コーピングの採択が抑制される可能性も考
えられる。この示唆については今後の更なる検討が必要である。
総合的考察
　本研究では，心理学的ストレスプロセスに対する主観的幸福
感の機能を確認するため，反応型コーピングとレジリエンスが
主観的幸福感に与える影響についての検討及び，主観的幸福感
が事前対応型コーピングに与える影響についての検討を，大学
生を対象に行った。その結果，レジリエンスによって主観的幸
福感が高まり，主観的幸福感の度合いが高ければ事前対応型コ
ーピングが動機づけされることが確認された。特に，主観的幸
福感の「自信」が事前対応型コーピングの採択を最も動機づけ
る。「自信」を高める要因として，「将来期待」「粘り強さ」と
いったレジリエンスが示されたことから，これらのレジリエン
スの向上により，自信というポジティブな感情のストレス予防
機能を促すことができると考えられる。
　青年期の学生は，これまで自分が生きてきた過去や現在の生
活と連続させて自分の未来を捉えているとともに，過去志向よ
りも未来志向な時間的展望をもっているほうがポジティブな自
己像をもつことが示されている26）。そのため，過去の成功体験
を振り返りつつ，未来の目標の実現に向けて粘り強く取り組む
経験を積むことにより自信を感じさせることが，次に直面する
課題や困難状況に前向きに取り組む動機につながるといえる。
主観的幸福感の臨床的介入においては，認知的行動的側面に焦
点を当てたプログラムが主であるが27），上記の点を踏まえた大
学教育現場における支援も可能であるといえる。
　一方で，主観的幸福感には事前対応型コーピングを抑制する
機能もあることが確認された。主観的幸福感の自分の人生に対
するポジティブな認知が，問題生起を予防する努力を抑制する
機能をもつ。主観的幸福感は認知的側面と感情的側面から捉え
られているものの，主観的幸福感の概念としては単一次元で説
明されている。しかし，主観的幸福感の機能や効果は，認知的
側面と感情的側面によって異なることが指摘できることから，
これらの検討においては，主観的幸福感を多次元で捉えていく
必要性が指摘できる。また，臨床的介入においても，どのよう
な要因が主観的幸福感のどの側面に影響するかといったターゲ
ットを明確にした介入が重要であるといえる。
表２　事前対応型コーピングに対する主観的幸福感の重回帰分析の結果
基準変数：事前対応型コーピング
予防的 内省的 能動的 予防的（生活面） 計画 行動面での 感情面での
コーピング コーピング コーピング コーピング コーピング サポート模索 サポート模索
β r β r β r β r β r β r β r
人生に対する前向きな気持ち（満足感） -.15   .08   .03   .29***   .00   .32*** -.23**   .03 -.04   .06   .05   .14*   .02   .19**
?
 ?
 ?
 ?
自信   .36***   .39***   .36***   .48***   .45***   .59***   .01   .17*   .41***   .36*** -.06   .04   .07   .18**
人生に対する失望感（の低さ※） -.18*   .14* -.01   .33***   .15   .45***   .06   .18** -.25**   .03 -.01   .13*   .05   .23**
達成感   .19*   .33***   .13   .37***   .08   .38***   .31***   .34***   .13   .23***   .04   .12*   .00   .16*
至福感   .25**   .28***   .17*   .35***   .08   .35***   .21*   .27***   .08   .11   .21*   .23**   .23*   .29***
F   11.76***   14.96***   24.46***      7.53***      8.24*** 2.28*   3.94**
R .48 .53 .62 .40 .42 .24 .30
調整済みR2乗 .21 .26 .37 .14 .16 .03 .07
※逆転項目尺度に該当 *p<.05,**p<.01,***p<.001
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